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少
子
化
時
代
に
お
け
る
家
計
収
入
・
住
居
面
積
と
結
婚
・
出
生
率
関
係
の
考
察

佐

藤

晴

彦

は
じ
め
に

1
章

少
子
化
回
復
と
住
宅
環
境
支
援
に
ま
つ
わ
る
先
行

研
究

第
1
節

金
融
支
援

第
2
節

居
住
物
件
支
援
の
内
容

【
子
育
て
を
重
視
し
た
住
宅
・
職
住
近
隣
住
宅
】

【
子
ど
も
の
居
場
所
、
地
域
に
お
け
る
遊
び
場
の
確

保
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
】

【
子
育
て
に
必
要
な
社
会
的
資
源
、
子
育
て
居
住
の

外
部
化
】

第
3
節

子
育
て
の
住
居
環
境
支
援
の
課
題
点
と
本
研

究
の
ね
ら
い

2
章

所
得
や
住
居
の
広
さ
が
結
婚
率
、
出
生
率
に
与
え

る
影
響
と
そ
れ
ら
の
比
較

―
デ
ー
タ
を
用
い
た
実
証
分
析
―

1
節

就
業
体
制
の
違
い
、
所
得
階
級
が
、
結
婚
・
出

生
率
に
与
え
る
影
響

2
節

金
融
支
援
が
出
生
率
に
与
え
る
影
響
と
支
援
額

に
向
け
た
考
察

3
節

床
面
積
毎
の
出
生
率
の
分
析

結
論
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は
じ
め
に

わ
が
国
の
社
会
保
障
、
特
に
公
的
年
金
給
付
負
担
、
公
的
医
療
保
険
給
付
負
担
は
年
々
増
加
傾
向
を
呈
し
て
お
り
、
制
度
の
改
革
や
少

子
化
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
合
計
特
殊
出
生
率
を
見
る
と
、
二
〇
〇
五
年
に
は
一
・
二
六
、
二
〇
一
九
年
に
は
一
・
四
二
を
示
し
た

が
（
厚
生
労
働
省
）、
こ
の
推
移
の
程
度
で
は
、
増
加
し
つ
つ
あ
る
社
会
保
障
負
担
額
を
支
払
う
財
源
に
は
到
底
な
り
得
な
く
、
社
会
保

障
制
度
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
合
計
特
殊
出
生
率
を
欧
米
諸
国
と
比
較
し
て
も
な
お
低
い
数
値
で
あ
る
。

夫
婦
の
側
か
ら
出
産
意
図
を
見
る
と
、
多
く
の
夫
婦
は
、
二
人
目
ま
で
は
子
ど
も
を
持
と
う
と
す
る
が
、
三
人
目
以
上
は
た
め
ら
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
の
理
由
に
、
三
人
以
上
に
な
る
と
経
済
的
な
負
担
が
重
く
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
負
担
に
は
、（
結

婚
す
る
場
合
や
子
ど
も
が
増
え
た
と
き
）
出
産
・
育
児
費
用
や
教
育
費
が
重
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ン
シ
ョ
ン
・
戸
建
て
の
購
入
、

よ
り
広
い
間
取
り
に
引
っ
越
す
場
合
の
ロ
ー
ン
や
賃
貸
も
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

少
子
化
に
か
か
わ
る
研
究
の
多
く
は
、
出
産
・
育
児
費
用
、
教
育
費
な
ど
の
費
用
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
性
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

な
ど
夫
と
妻
の
関
係
、
子
育
て
の
在
り
方
に
、
そ
の
他
近
年
で
は
結
婚
率
に
注
が
れ
て
い
る
。

合
計
特
殊
出
生
率
（
女
性
一
人
が
産
む
子
ど
も
数
の
平
均
）
が
近
年
上
昇
し
え
な
か
っ
た
の
は
、
都
心
部
に
お
い
て
は
、
一
つ
一
つ
の

対
策
が
有
効
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
有
効
性
が
総
合
的
に
発
揮
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
兼
清
、
二
〇
〇
五
、
山
口
、
二
〇
〇
六
、

佐
々
井
、
二
〇
〇
七
、
佐（
1
）藤、
二
〇
一
八
、
二
〇
一
九
）。

こ
こ
で
疑
問
に
思
え
て
な
ら
な
い
事
の
一
つ
が
、
夫
と
妻
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
、
親
と
子
育
て
の
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
の
研
究
は
主
要
で
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は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

少
子
化
研
究
を
見
渡
す
と
、
夫
婦
が
出
産
や
子
育
て
の
た
め
に
ど
の
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
か
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
が
出
産
数
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
は
、
表
立
っ
て
論
じ
ら
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
が
、「
住
宅
問
題
」
が
背
景
に
あ
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
浅
見
、
他
、
二
〇
〇
〇
、
所
、
二
〇
〇
七
、
槇
村
、
二
〇
一
〇
、
定
行
、
二
〇
一
七
）。

居
住
支
援
に
ま
つ
わ
る
政
府
支
援
を
見
て
み
る
と
、
直
接
住
宅
物
件
を
供
給
す
る
支
援
事
例
は
少
な
く
、
む
し
ろ
金
融
支
援
に
偏
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
子
化
対
策
と
し
て
結
婚
率
や
出
生
率
を
上
げ
る
た
め
に
ダ
イ
レ
ク
ト
な
影
響
を
期
待
す
る
な
ら
、
金
融
支
援

は
直
接
住
宅
物
件
を
供
給
す
る
支
援
よ
り
効
果
が
薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
先
行
研
究
を
サ
ー
ベ
イ
し
、
次
に
、

こ
れ
ら
の
動
向
を
求
め
、
金
融
支
援
と
直
接
的
な
物
件
提
供
で
ど
ち
ら
が
効
果
的
か
を
、
厚
生
労
働
省
提
供
の
デ
ー
タ
か
ら
事
実
を
確
か

め
て
み
よ
う
（
巻
末
の
「
デ
ー
タ
資
料
」
参
照
）。

1
章

少
子
化
回
復
と
住
宅
環
境
支
援
に
ま
つ
わ
る
先
行
研
究

所
（
二
〇
〇
七
）
に
よ
る
と
、「
住
ま
い
・
（
ま
ち
づ
く
り
）」に
関
し
て
は
、「
少
子
化
対
策
」
全
体
の
中
で
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
や
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
施
策
と
比
べ
て
重
要
な
領
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
く
、
目
新
し
い
取
り
組
み
が
次
々

と
提
案
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
存
在
す
る
。

第
1
節

金
融
支
援

い
く
つ
か
の
問
題
を
二
つ
に
分
け
る
と
、
一
つ
目
は
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
策
と
し
て
は
、
ま
ず
児
童
手
当
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
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な
ど
の
い
わ
ば
フ
ロ
ー
が
中
心
で
あ（
2
）り、
ス
ト
ッ
ク
（
住
宅
）
を
提
供
す
る
支
援
は
取
り
扱
い
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
。
二
つ
目
は
、
住
ま

い
を
め
ぐ
る
間
題
背
景
と
し
て
の
「
多
様
化
す
る
子
育
て
層
」
へ
の
支
援
認
識
が
十
分
と
は
言
え
な
い
点
で
あ
る
。
特
に
、
フ
ル
タ
イ
ム

の
共
働
き
世
帯
が
念
頭
に
置
か
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
そ
れ
以
外
の
労
働
市
場
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
層
や
特
定
の
家
族
モ
デ

ル
に
当
て
は
ま
ら
な
い
世
帯
（
た
と
え
ば
、
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
の
世
帯
）
に
つ
い
て
は
考
慮
に
入
れ
て
い
な（
3
）い、
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
十
分
な
居
住
物
件
に
住
ん
で
い
な
い
層
へ
の
認
識
が
不
十
分
で
あ
り
、
か
つ
、
支
援
方
法
は
ス
ト
ッ
ク
（
住
宅
物
件
）
の

提
供
と
い
う
よ
り
は
、
フ
ロ
ー
（
児
童
手
当
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を
主
要
な
支
援
と
し
て
行
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
2
節

居
住
物
件
支
援
の
内
容

物
件
提
供
が
効
果
的
で
あ
る
例
と
し
て
、
地
方
（
東
京
で
は
三
宅
村
、
神
奈
川
県
で
は
三
浦
市
《
五
・
四
万
人
》）が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

こ
で
は
若
い
カ
ッ
プ
ル
を
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
住
宅
の
提
供
を
公
表
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
公
募
に
応
じ
た
若
者
夫
婦
の
例
が
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
例
は
、
物
件
提
供
を
ま
ず
案
内
し
、
同
時
又
は
後
か
ら
金
融
支
援
を
行
う
例
で
あ（
4
）る。
こ
れ
は
二
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の

よ
う
な
や
り
方
は
効
果
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

【
子
育
て
を
重
視
し
た
住
宅
・
職
住
近
隣
住
宅
】

増
井
（
二
〇
一
六
）
に
よ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
住
宅
政
策
を
わ
が
国
と
比
べ
る
と
、
共
に
ど
ち
ら
も
住
宅
供
給
と
家
賃
補
助
に
分
け

ら
れ
る
が
、
わ
が
国
で
は
、
後
者
の
場
合
対
象
者
が
か
な
り
絞
ら
れ
る
と
い
う
。
第
1
節
で
挙
げ
た
「
多
様
化
す
る
子
育
て
層
」
に
対
し
、

物
件
に
ま
つ
わ
る
民
間
企
業
の
取
組
み
を
見
て
み
よ
う
。
そ
の
動
向
に
は
、
一
九
九
五
年
に
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
を
持
つ
集
合
住
宅
、
キ
ッ
ズ

マ
ン
シ
ョ
ン
が
分
譲
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
に
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
基
準
を
設
け
認
定
す
る
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
企
業
が
現
れ
る
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な
ど
、
子
育
て
を
重
視
し
た
住
宅
が
増
え
、
子
育
て
世
帯
に
も
認
知
度
が
高
ま
っ
た
動
向
が
あ
る
と
言
え
る
（
定
行
、
二
〇
一
八
）。

槇
村
（
二
〇
一
〇
）
は
、
さ
ら
に
子
ど
も
を
持
つ
親
は
、
物
件
の
提
供
を
直
接
望
む
が
、
住
宅
の
広
さ
を
望
む
よ
り
も
、
①
職
住
近
接

を
望
む
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
②
子
ど
も
の
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
③
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
べ
き
だ
と
言
っ
て
い（
5
）る。

す
な
わ
ち
、
①
職
住
近
接
に
つ
い
て
、
子
育
て
世
代
に
は
、
交
通
手
段
・
ア
ク
セ
ス
（
駅
へ
の
近
さ
、
通
勤
時
間
）、
近
く
に
保
育
施

設
（
認
可
保
育
施
設
、
認
可
外
保
育
施
設
、
子
育
て
支
援
施
設
）
が
あ
る
こ
と
が
大
き
く
関
わ
る
と
い
う
。

【
子
ど
も
の
居
場
所
、
地
域
に
お
け
る
遊
び
場
の
確
保
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
】

②
に
つ
い
て
、
少
子
化
対
策
は（「
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
」
の
領
域
に
お
い
て
様
々
な
施
策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
数

年
は
、
繰
り
返
し
同
じ
よ
う
な
施
策
が
提
案
さ
れ
て
い
た
と
い
う
反
省
か
ら
）、「
子
育
て
支
援
の
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
」
の
現
状
や
課

題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
家
族
の
生
活
の
幸
福
度
向
上
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
抽
出
し
、
新
た
な

「
制
度
・
政
策
の
整
備
」
と
「
新
た
な
技
術
開
発
」
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
下
記
の
点
の
検
証
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
を
子
ど
も
の
視
点
か
ら
把
握
し
、「
子
育
て
支
援
」
の
中
で
、
当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
自
身
の
こ
と
に

つ
い
て
、
ど
れ
だ
け
の
理
解
が
進
ん
で
い
る
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ⅰ）

子
ど
も
の
「
居
場
所
」、
ハ
ー
ド
と
し
て
の
「
住
宅
」
の
問
題
、

ⅱ）

地
域
に
お
け
る
遊
び
場
の
問
題

な
ど
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
槇
村
、
二
〇
一
〇
）。
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現
状
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
制
度
の
改
善
に
よ
り
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
認
可
・
指
導
監
督
の
一
本
化
、
学
校
及
び
児
童
福

祉
施
設
と
し
て
の
法
的
位
置
づ
け
、
財
政
措
置
を
「
施
設
型
給
付
」
に
一
本
化
し
た
（
定
行
、
二
〇
一
八
）、
と
し
て
い
る
。

③
の
「
そ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
に
つ
い
て
、
子
育
て
を
行
っ
て
い
る
世
帯
と
子
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況
に
焦
点
を
当
て
る

べ
き
だ
と
い
う
。
子
ど
も
の
生
活
は
、
親
の
生
活
状
況
・
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
左
右
さ
れ
る
。
子
育
て
中
の
家
族
の
働
き
方
、
家
族
の
か

た
ち
、
家
計
の
状
況
な
ど
の
変
化
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
（
槇
村
、
二
〇
一
〇
）、
と
い
う
。

現
状
で
は
、
高
齢
者
・
子
育
て
世
帯
な
ど
が
親
族
世
帯
と
支
え
や
す
い
近
居
割
・
近
居
割
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
と
い
っ
た
制
度
も
創
設
さ
れ
て
い

る
（
定
行
、
二
〇
一
八
）。

【
子
育
て
に
必
要
な
社
会
的
資
源
、
子
育
て
居
住
の
外
部
化
】

さ
ら
に
、
子
育
て
に
必
要
な
社
会
資
源
（
保
育
所
、
小
児
科
な
ど
の
医
療
機
関
）
に
つ
い
て
の
地
域
格
差
の
問
題
、
ま
た
、
企
業
の
福

利
厚
生
（
社
宅
・
住
宅
手
当
な
ど
）
の
問
題
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
（
定
行
、
二
〇
一
八
）。

そ
も
そ
も
「
子
育
て
支
援
」「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
少
子
化
の
動
向
と
は
関
係
な
く
「
子
や
家
族
の
福
祉
」
の
視
点
か
ら
行
わ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
り
、
子
育
て
中
の
家
族
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
全
体
を
捉
え
た
議
論
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
定
行
、
二
〇
一
八
）。

上
記
に
関
し
、
定
行
（
二
〇
一
八
）
・
槇
村
（
二
〇
一
〇
）
は
、
こ
の
少
子
化
時
代
に
、
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
の
住
宅
の
動
向
は
、
子

育
て
に
お
け
る
居
住
に
関
し
て
は
外
部
化
が
進
ん
で
い
る
観
点
か
ら
捉
え
た
。

東
京
都
な
ど
大
都
市
圏
で
は
、
保
育
所
に
入
れ
な
い
待
機
児
童
が
顕
著
で
あ
る
が
、
こ
の
待
機
児
童
問
題
に
対
応
し
て
、
保
育
所
の
新

設
も
進
め
ら
れ
、
二
〇
一
五
年
に
施
行
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
に
基
づ
き
、
三
歳
未
満
児
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
、
小
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規
模
保
育
、
家
庭
的
保
育
（
保
育
マ
マ
）、
事
業
所
内
保
育
、
企
業
主
導
型
保
育
な
ど
、
多
様
な
保
育
事
業
が
創
設
さ
れ
て
い
る
（
定
行
、

二
〇
一
八
）。

第
3
節

子
育
て
の
住
居
環
境
支
援
の
課
題
点
と
本
研
究
の
ね
ら
い

住
居
環
境
支
援
に
向
け
た
先
行
研
究
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
児
童
手
当
や
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
策
は
金
融
支
援
な
ど
フ
ロ
ー
が
中

心
で
あ
り
、
住
宅
物
件
を
直
接
提
供
す
る
支
援
は
小
さ
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
定
行
、
二
〇
一
八
）。

上
記
で
は
、
住
ま
い
を
め
ぐ
る
間
題
背
景
と
し
て
、「
多
様
化
す
る
子
育
て
層
」
へ
の
支
援
認
識
が
十
分
と
は
言
え
な
い
点
を
挙
げ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
特
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
共
働
き
世
帯
が
念
頭
に
置
か
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
そ
れ
以
外
の
労
働
市
場
か
ら
排
除

さ
れ
て
い
る
層
や
特
定
の
家
族
モ
デ
ル
に
当
て
は
ま
ら
な
い
世
帯
（
た
と
え
ば
、
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
世
帯
）
に
つ
い
て
は
考

慮
に
入
れ
て
い
な
い
（
所
、
二
〇
〇
七
）
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
多
様
化
す
る
子
育
て
層
」
に
ま
つ
わ
る
居
住
の
動
向
は
、
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
を
持
つ
集
合
住
宅
、
キ
ッ
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
分
譲
な
ど
、

子
育
て
を
重
視
し
た
住
宅
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
定
行
、
二
〇
一
八
）。

さ
ら
に
子
ど
も
を
持
つ
親
は
、
物
件
の
提
供
を
直
接
望
む
が
、
住
宅
の
広
さ
を
望
む
よ
り
も
、
職
住
近
接
の
住
居
を
望
み
、
子
ど
も
の

視
点
か
ら
の
居
場
所
や
地
域
の
遊
び
場
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
（
槇
村
、

二
〇
一
〇
）
と
言
う
。

加
え
て
、
子
ど
も
を
持
つ
住
宅
ス
ペ
ー
ス
の
支
援
の
動
向
に
は
、
外
部
化
が
進
ん
で
お
り
、
小
規
模
保
育
、
家
庭
的
保
育（
保
育
マ
マ
）、

事
業
所
内
保
育
、
企
業
主
導
型
保
育
な
ど
、
多
様
な
保
育
事
業
が
創
設
さ
れ
て
い
る
（
定
行
、
二
〇
一
八
）、
と
い
う
。

本
研
究
で
は
、
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ａ）

住
ま
い
を
め
ぐ
る
少
子
化
対
策
と
し
て
、
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
の
世
帯
に
つ
い
て
は
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
か

ら
、
①
結
婚
率
は
非
正
規
社
員
よ
り
正
規
社
員
の
方
が
高
い
の
か
に
つ
い
て
、
年
齢
階
級
別
、
子
ど
も
数
階
級
別
に
分
析
を
行
う
。

な
ら
び
に
②
結
婚
率
、
出
生
率
に
つ
い
て
、
所
得
階
級
別
に
分
析
す
る
。

ｂ）

こ
こ
で
は
、
公
的
支
援
の
詳
細
を
記
述
せ
ず
に
、
低
所
得
者
か
ら
高
所
得
者
に
向
け
て
出
生
率
が
ど
の
程
度
違
っ
て
い
る
の
か
を

デ
ー
タ
か
ら
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
金
融
支
援
が
ど
の
程
度
役
立
つ
の
か
を
考
察
す
る
。

ｃ）

冒
頭
（
は
じ
め
に
）
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
少
子
化
の
原
因
に
「
住
宅
問
題
」
が
背
景
に
あ
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
数
別
、
床
面
積
階
級
ご
と
の
出
生
率
・
非
出
生
率
を
分
析
し
結
果
を
見
る
。

ｄ）

金
融
支
援
と
物
的
支
援
（
物
件
供
給
）
を
行
う
と
仮
定
し
た
場
合
、
各
々
ど
の
よ
う
な
効
果
と
な
る
の
か
を
所
得
の
高
さ
、
居
住

の
広
さ
か
ら
考
察
す
る
。

ｅ）

残
さ
れ
た
点
を
本
研
究
に
続
く
課
題
点
と
以
後
の
研
究
で
進
め
た
い
。
そ
の
課
題
点
と
は
、（
親
の
立
場
か
ら
の
課
題
点
と
し
て
）

職
住
近
接
要
望
問
題
（
交
通
手
段
・
ア
ク
セ
ス
と
居
住
の
関
連
）、（
子
の
立
場
か
ら
）
子
ど
も
の
「
居
場
所
」、
ハ
ー
ド
と
し
て
の

「
住
宅
」、
地
域
に
お
け
る
遊
び
場
の
問
題
、「
子
育
て
支
援
」
の
た
め
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
社
会
資
源
（
保
育
所
、
小
児
科

な
ど
の
医
療
機
関
）
の
有
無
、
子
育
て
居
住
の
外
部
化
と
し
て
の
小
規
模
保
育
、
家
庭
的
保
育
（
保
育
マ
マ
）、
事
業
所
内
保
育
、

企
業
主
導
型
保
育
な
ど
、
多
様
な
保
育
事
業
の
創
設
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。

2
章

所
得
や
住
居
の
広
さ
が
結
婚
率
、
出
生
率
に
与
え
る
影
響
と
そ
れ
ら
の
比
較

―
―
デ
ー
タ
を
用
い
た
実
証
分
析
―
―

2
章
で
は
、
ま
ず
、
利
用
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
説
明
し
、
続
い
て
、
所
得
や
住
居
の
広
さ
が
結
婚
・
出
生
率
に
与
え
る
影
響（
1
節
）、
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金
融
支
援
が
出
生
率
に
与
え
る
影
響（
2
節
）、
床
面
積
毎
の

出
生
率
の
分
析（
3
節
）
を
図
中
心
に
説
明
す
る
。

【
利
用
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
】

本
研
究
は
、
厚
生
労
働
省
政
策
統
括
官
（
二
〇
二
〇
）
の

デ
ー
タ
を
用
い
て
分
析
す
る
。
そ
の
デ
ー
タ
の
詳
細
は
巻
末

に
「
デ
ー
タ
資
料
」
と
し
て
掲
載
し
た
。

1
節

就
業
体
制
の
違
い
、
所
得
階
級
が
、
結
婚
・
出
生

率
に
与
え
る
影
響

図
1
よ
り
、
平
成
二
四
年
よ
り
平
成
三
〇
年
ま
で
の
、
就

業
の
種
別
結
婚
率
を
比
較
す
る
と
、
正
規
社
員
・
会
社
な
ど

の
役
員
・
自
営
業
主
の
結
婚
率
は
比
較
的
高
く
（
〇
・
三
〇

八
、
〇
・
三
一
八
）、
非
正
規
社
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー

ト
、
派
遣
社
員
、
契
約
社
員
な
ど
）、「
仕
事
な
し
」
で
は
低

く
な
っ
て
お
り
、「
内
職
」
は
極
め
て
悪
い
。

こ
の
図
か
ら
、
正
規
社
員
な
ど
の
結
婚
率
は
比
較
的
高
く
、

非
正
規
社
員
な
ど
は
低
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
二
つ
を
、

図1 男子独身者、就業別、この6年間(Ｈ24～Ｈ30)の結婚状況

出所）厚生労働省政策統括官（2020）をもとに筆者作成．
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年
齢
階
級
別
（
二
一
〜
二
五
歳
、
二
六
〜
三
〇
歳
、
三
一
〜
三
五
歳
）
に
比
較
し

て
み
る
と
（
図
2
）、
両
方
と
も
多
少
の
違
い
は
あ
る
が
、（
晩
婚
化
と
い
え
ど
も

こ
の
デ
ー
タ
で
は
）
二
一
〜
二
五
歳
ま
で
は
高
く
、
二
六
〜
三
〇
歳
、
三
一
〜
三

五
歳
と
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
結
婚
率
は
低
く
な
っ
て
い
る
。

2
節

金
融
支
援
が
出
生
率
に
与
え
る
影
響
と
支
援
額
に
向
け
た
考
察

次
に
金
融
効
果
を
探
る
た
め
に
所
得
階
級
別
（
一
〇
〇
万
円
か
ら
一
〇
〇
万
円

間
隔
）
に
結
婚
率
・
未
婚
率
を
見
て
み
よ
う
（
図
3
）。
こ
こ
で
は
、
実
際
の
金

融
効
果
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
で
は
な
く
、
所
得
階
級
別
に
ど
の
程
度
の
出
生

率
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
基
に
、
金
融
支
援
の
効
果
を
推
定
に
と
ど
め
る
も
の
で

あ
る
。

「
五
〇
〇
万
円
以
上
」
階
級
ま
で
、
所
得
階
級
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
結
婚
率

が
相
対
的
に
少
し
ず
つ
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

結
婚
率
を
年
齢
階
級
別
・
所
得
階
級
別
に
考
察
す
る
と（
図
4
）、
二
六
〜
三
〇

歳
と
三
一
〜
三
五
歳
で
は
所
得
が
上
が
る
に
つ
れ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

年
齢
階
級
だ
け
に
注
目
す
る
と
、
三
一
〜
三
五
歳
よ
り
は
二
六
〜
三
〇
歳
で
高
く

な
っ
て
い
る
。

こ
の
図
か
ら
未
婚
率
を
考
察
す
る（「
未
婚
率＝

一
―
結
婚
率
」
か
ら
考
察
）
と
、

図2 男子21歳から5歳ごとに見た就業形態別結婚状況

出所）厚生労働省政策統括官（2020）をもとに筆者作成．
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図3 独身者、所得階級別結婚率・未婚率

出所） 厚生労働省政策統括官（2020）をもとに筆者作成．

図4 独身者、男子年齢階級・所得額階級別結婚状況

出所）厚生労働省政策統括官（2020）をもとに筆者作成．
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二
六
〜
三
〇
歳
と
三
一
〜

三
五
歳
階
級
で
、
と
も
に

所
得
階
級
の
上
昇
と
と
も

に
未
婚
率
は
下
が
っ
て
お

り
、
年
齢
階
級
で
は
、
二

六
〜
三
〇
歳
よ
り
は
三
一

〜
三
五
歳
で
高
い
傾
向
を

示
す
こ
と
が
分
か
る
。

図
5
は
、
調
査
時
に
何

人
子
ど
も
が
い
る
の
か
、

そ
の
同
居
子
ど
も
数
ご
と

に
、
夫
の
所
得
が
「
一
〇

〇
円
未
満
」「
一
〇
〇
〜

二
〇
〇
万
円
」、
・
・
・
、

「
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
」

階
級
別
に
出
産
が
あ
っ
た

の
か
ど
う
か
、
そ
の
割
合

を
示
し
た
図
で
あ
る
。

出所）厚生労働省政策統括官（2020）をもとに筆者作成．

図5 夫の所得階級別・同居子ども数別出生率

図6 夫の所得階級別・同居子ども数別非出生率

出所）厚生労働省政策統括官（2020）をもとに筆者作成．
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夫
の
所
得
階
級
が
上
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
に
沿
っ
て
出
生
率
も
必
ず
高
い
訳
で
は
な
い
。
所
得
と
出
生
率
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の

同
居
数
が
ゼ
ロ
〜
三
人
の
場
合
で
詳
し
く
見
る
と
（
図
5
）、
同
居
子
ど
も
数
が
ゼ
ロ
、
二
人
の
場
合
は
、
所
得
と
出
生
率
に
因
果
関
係

が
あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
同
居
子
ど
も
数
が
一
人
の
時
、
夫
の
所
得
が
「
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
万
円
未
満
」
か
ら
「
六
〇
〇
〜

七
〇
〇
万
円
未
満
」
ま
で
で
は
、
所
得
階
級
が
上
に
な
っ
て
い
く
ほ
ど
出
生
率
は
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
。

図
6
は
、
図
5
の
分
析
を
非
出
生
率
に
つ
い
て
見
た
も
の
で
あ
る
。
図
5
の
裏
の
意
味
に
な
り
、
詳
細
を
確
認
す
る
た
め
に
取
り
上
げ

る
。
同
居
子
ど
も
数
が
一
人
の
時
の
棒
グ
ラ
フ
群
（
左
か
ら
二
番
目
の
グ
ラ
フ
群
）
で
は
、「
六
〇
〇
〜
七
〇
〇
万
円
未
満
」
か
ら
「
二

〇
〇
〜
三
〇
〇
万
円
未
満
」
へ
と
、
棒
グ
ラ
フ
を
一
本
一
本
左
へ
移
し
て
み
る
と
、
所
得
階
級
が
下
が
る
に
つ
れ
非
出
生
率
が
上
昇
し
て

お
り
、
こ
の
図
で
は
所
得
が
低
い
階
級
に
な
る
ほ
ど
出
生
率
も
高
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
様
に
、
右
か
ら
二
番
目
の
棒
グ
ラ
フ

群
（
同
居
子
ど
も
数
二
人
）
で
も
所
得
階
級
が
「
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
万
円
未
満
」
よ
り
低
い
所
得
階
級
に
な
る
に
つ
れ
て
、
出
生
率
は
下

が
っ
て
い
る
。

3
節

床
面
積
毎
の
出
生
率
の
分
析

次
に
子
ど
も
を
持
つ
場
合
、
住
居
ス
ペ
ー
ス
が
広
い
と
、
出
産
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
み
て
み
よ
う
。
図
7
は
、
同
居

子
ど
も
数
ご
と
に
、
居
住
ス
ペ
ー
ス
が
二
五
㎡
未
満
、
二
五
〜
五
〇
㎡
、
・
・
・
、
二
〇
〇
㎡
以
上
の
階
級
に
お
い
て
、
さ
ら
に
出
産
が

あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
そ
の
さ
ら
な
る
出
産
率
を
示
し
た
図
で
あ
る
。

各
棒
グ
ラ
フ
群
は
、
そ
の
時
点
で
の
子
ど
も
無
し
の
床
面
積
階
級
ご
と
に
出
生
率
を
表
し
て
い
る
。
最
左
の
棒
グ
ラ
フ
群
中
の
四
番
目

の
「
五
〇
〜
七
五
㎡
」
か
ら
「
七
五
〜
一
〇
〇
㎡
」
〜
「
二
〇
〇
㎡
以
上
」
を
見
る
と（「
七
五
〜
一
〇
〇
㎡
」
を
除
き
）、
居
住
ス
ペ
ー

ス
が
広
く
な
る
ほ
ど
出
生
率
は
相
対
的
に
や
や
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
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ども　 ども　 ども　 ども　 ども　 ども　 ども　 ども　

同
居
子
ど
も
数
一
〜
三
人
の
順
に
棒
グ
ラ
フ
群
を
見
て
い
こ
う
。

「
同
居
子
ど
も
数
が
一
人
」
の
場
合
（
左
か
ら
二
番
目
の
棒
グ
ラ
フ
群
）
で
は
、

「
二
五
㎡
以
上
」
〜
「
一
〇
〇
㎡
〜
一
五
〇
㎡
」
の
間
で
ほ
ぼ
、
居
住
ス
ペ
ー
ス

が
広
く
な
る
ほ
ど
、
出
生
率
も
相
対
的
に
や
や
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

「
同
居
子
ど
も
数
が
二
人
」
の
場
合
（
左
か
ら
三
番
目
の
棒
グ
ラ
フ
群
）
も
、

「
二
五
㎡
以
上
」
〜
「
七
五
㎡
〜
一
〇
〇
㎡
」
の
間
で
は
、
断
ト
ツ
に
高
い
「
五

〇
㎡
〜
七
五
㎡
」
を
除
い
て
も
、
居
住
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
な
る
ほ
ど
、
出
生
率
も

相
対
的
に
や
や
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

「
同
居
子
ど
も
数
が
三
人
」
の
場
合
（
左
か
ら
四
番
目
の
棒
グ
ラ
フ
群
）
も
、

「
二
五
㎡
〜
五
〇
㎡
」
が
断
ト
ツ
に
高
い
が
、「
五
〇
㎡
〜
七
五
㎡
」
〜
「
一
〇

〇
㎡
〜
一
五
〇
㎡
」
の
間
で
、
居
住
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
な
る
ほ
ど
、
出
生
率
も
相

対
的
に
や
や
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
出
生
率
を
同
居
子
ど
も
数
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
同
居
子
ど
も
数
に

よ
っ
て
は
、
住
居
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
な
れ
ば
、
出
生
率
は
相
対
的
に
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
も
と
も
と
同
居
し
て
い
た
子
ど
も
数
が
多
く
な
る

ほ
ど
、
部
屋
の
面
積
は
狭
い
床
面
積
階
級
「
二
五
㎡
未
満
」
で
よ
り
は
、
広
い
床

面
積
階
級
「
五
〇
㎡
〜
七
五
㎡
」
以
上
で
出
生
率
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
（
当

然
と
思
わ
れ
る
こ
と
）
を
改
め
て
確
認
で
き
た
。

図7 同居子ども数毎、住居の床面積階級別出生率

出所）厚生労働省政策統括官（2020）をもとに筆者作成．
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こ
こ
で
は
、
床
面
積
が
広
が
れ
ば
出
生
率
が
必
ず
上
が
る
と
い
う
相
関
関
係

を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
存
在
し
う
る
と
考
え
た
い
。

図
8
は
年
齢
階
級
別
に
床
面
積
階
級
別
出
生
率
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

床
面
積
が
広
く
な
れ
ば
出
生
率
は
増
加
す
る
か
ど
う
か
を
年
齢
階
級
別
に
検
証

し
た
。
そ
の
結
果
、
年
齢
階
級
が
上
が
る
ほ
ど
、
同
時
に
床
面
積
が
広
く
な
る

ほ
ど
出
生
率
が
上
が
る
か
ど
う
か
は
確
定
的
で
は
な
い
。
各
グ
ラ
フ
群
の
最
左

は
そ
の
群
の
平
均
（
出
生
数
／
各
総
数
と
し
て
）
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
各
グ
ラ
フ
群
の
平
均
の
推
移
を
五
群
に
渡
っ
て
示
し
た
も
の
が
多
項
式
の
グ

ラ
フ
線
で
あ
る
。
こ
の
線
グ
ラ
フ
は
、「
二
六
〜
三
〇
歳
群
」
か
ら
「
四
一
歳

以
上
群
」へ
の
趨
勢
を
多
項
式
線
で
見
る
と
弓
な
り
の
形
状
を
し
て
お
り
、「
三

一
歳
〜
三
五
歳
時
」
よ
り
右
下
が
り
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
二
六
〜

三
〇
歳
時
」「
三
一
歳
〜
三
五
歳
時
」
で
は
、
部
分
的
に
床
面
積
が
広
い
場
合
、

出
生
率
が
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
三
六
歳
以
降

は
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
床
面
積
が
広
い
場
合
、「
二
六
〜
三
〇
歳
群
」
か
ら
「
四

一
歳
以
上
群
」
の
間
で
は
、
若
い
年
齢
階
級
に
広
い
床
面
物
件
の
提
供
が
望
ま

れ
る
。

図8 年齢階級別床面積階級別出生率

出所）厚生労働省政策統括官（2020）をもとに筆者作成．
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結
論

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
結
婚
率
は
非
正
規
社
員
よ
り
正
規
社
員
の
方
が
高
い
。
晩
婚
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
二
一
〜
二
五
歳
ま
で

は
高
く
二
六
〜
三
〇
歳
、
三
一
〜
三
五
歳
と
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
結
婚
率
は
低
く
な
っ
て
い
る
。

出
生
率
を
、
収
入
の
面
か
ら
見
る
と
、
所
得
が
高
い
方
が
高
い
こ
と
が
観
測
さ
れ
た
が
、
二
六
〜
三
〇
歳
と
三
一
〜
三
五
歳
で
は
所
得

が
上
が
る
に
つ
れ
て
相
対
的
に
や
や
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
同
居
子
ど
も
数
別
に
み
る
と
、
他
の
同
居
子
ど
も
数
よ
り
は
、

子
ど
も
が
一
人
の
時
、
夫
の
所
得
が
「
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
万
円
」
か
ら
「
六
〇
〇
〜
七
〇
〇
万
円
」
ま
で
は
、
所
得
階
級
が
上
に
な
っ
て

い
く
ほ
ど
出
生
率
は
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
出
生
率
を
床
面
積
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
と
、
住
居
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
な
れ
ば
、

出
生
率
は
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い
た
。
特
に
床
面
積
階
級
「
五
〇
㎡
〜
七
五
㎡
」
以
上
で
出
生
率
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
を
、
同

居
子
ど
も
数
毎
か
ら
見
る
と
、
も
と
も
と
同
居
し
て
い
た
子
ど
も
数
が
多
く
な
る
ほ
ど
、
部
屋
の
面
積
は
狭
い
床
面
積
階
級
「
二
五
㎡
未

満
」
で
よ
り
は
、
さ
ら
に
広
い
床
面
積
階
級
「
五
〇
㎡
〜
七
五
㎡
」
以
上
で
出
生
率
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
（
当
然
と
思
わ
れ
る
こ
と
）

を
改
め
て
確
認
で
き
た
。

従
っ
て
、
以
下
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
結
婚
は
、
よ
り
非
正
規
社
員
へ
の
支
援
、
結
婚
と
出
生
の
観
点
か
ら
、
二
六
歳
以
上
の
年

齢
層
で
、
特
に
子
ど
も
が
一
人
の
時
、
夫
の
所
得
が
「
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
万
円
」
か
ら
「
六
〇
〇
〜
七
〇
〇
万
円
」
ま
で
で
、
床
面
積
階

級
「
五
〇
㎡
〜
七
五
㎡
」
以
上
の
場
合
、
支
援
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
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対
象
及
び
客
体
は
、
平
成
二
四
年
一
〇
月
末
時
点
で
二
〇
〜
二
九
歳
で
あ
っ
た
全
国
の
男
女
を
対
象
と
し
、
そ
の
う
ち
、
第
五
回
又
は
第
六
回
調
査
に

お
い
て
協
力
が
得
ら
れ
た
者
を
対
象
と
し
た
。
調
査
は
毎
年
一
回
行
わ
れ
、
男
性
、
女
性
に
つ
い
て
行
っ
た
も
の
で
、
共
に
、
仕
事
の
有
無
、
就
業
形
態
、

配
偶
者
の
有
無
、
結
婚
意
欲
、
家
庭
観
、
子
ど
も
数
を
、
さ
ら
に
女
性
に
つ
い
て
は
、
結
婚
後
の
就
業
継
続
意
欲
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
制
度
の

状
況
を
調
査
項
目
と
し
て
進
め
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
方
法
は
厚
生
労
働
省
か
ら
郵
送
さ
れ
た
調
査
票
に
被
調
査
者
が
自
ら
記
入
し
、
郵
送
に
よ
り
厚
生
労
働
省
に
提
出
す
る
方
式
に
よ
り
行
っ
た
も
の

で
、
第
五
回
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
も
可
能
に
し
た
、
も
の
を
利
用
し
た
。
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集計客体数

2，916

140

3，984

60

6，900

回収客体数

4，133

210

5，622

89

9，755

調査客体数

5，599

268

7，129

107

12，728

男性票

（再掲）

女性票

（再掲）

計

回収率

80．0％

56．1％

49．9％

71．2％

71．0％

70．1％

回収客体数

31，122

18，979

15，326

14，300

11，879

10，230

調査客体数

38，879

33，835

30，741

20，082

16，731

14，600

対象者の年齢

20～29歳

21～30歳

22～31歳

23～32歳

24～33歳

25～34歳

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

出所）厚生労働省政策統括官（2020）13頁引用．

付表1 調査客体数，回収客体数，集計客体数の結果表

付表2 調査客体数と回収客体数

出所）厚生労働省政策統括官（2020）13頁引用．

本
研
究
で
は
、
厚
生
労
働
省
政
策
統
括
官
（
二
〇
二
〇
）
の
中
で
、
第
二
一
表
、
夫
婦
数
（
夫
の
年
齢
階
級
、
住
所
の
床
面
積
階
級
、
子
ど
も
数
、
こ

の
五
年
間
の
出
生
の
状
況
）、
第
二
三
表
、
夫
婦
数
（
妻
の
職
場
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
た
め
の
制
度
な
ど
の
状
況
、
妻
の
正
規
・
非
正
規
、
子
ど

も
数
、
こ
の
六
年
間
の
出
生
の
状
況
別
）、
第
二
四
表
、
夫
婦
数
（
妻
の
年
齢
階
級
、
妻
・
夫
の
所
得
額
階
級
、
子
ど
も
数
、
こ
の
六
年
間
の
出
生
の
状

況
別
）
第
三
七
表
、
第
一
回
独
身
者
数
（
性
、
こ
の
六
年
間
の
結
婚
の
状
況
、
年
齢
階
級
、
就
業
状
況
の
変
化
《
再
掲
》
正
規
・
非
正
規
別
）
を
利
用
し

た
。
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【
注
】

（
1
）
佐
藤
（
二
〇
一
八
、
二
〇
一
九
）
で
は
、
出
産
意
図
が
①
夫
婦
が
共
有
す
る
時
間
、
②
親
・
保
護
者
の
存
在
、
③
家
計
収
入
、
④
夫
婦
の
為
・
子

育
て
の
為
の
ス
ペ
ー
ス
、
⑤
結
婚
の
価
値
観
、
⑥
夫
婦
関
係
、
⑦
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
の
価
値
観
、
⑧
心
理
的
負
担
（
以
下
、
出
産
意
図
八
要
因
と

す
る
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
、
と
い
う
観
点
か
ら
研
究
し
て
き
た
（
佐
藤
、
二
〇
一
八
、
二
〇
一
九
）。

（
2
）
二
〇
一
四
年
に
は
子
育
て
割
と
い
っ
た
家
賃
を
最
大
二
〇
％
ま
で
減
額
す
る
制
度
が
行
わ
れ
た
（
定
行
、
二
〇
一
八
）。

（
3
）
二
つ
に
分
け
た
問
題
の
内
、
一
番
目
の
、
子
育
て
支
援
策
は
フ
ロ
ー
が
中
心
で
、
ス
ト
ッ
ク
（
住
宅
）
提
供
支
援
は
取
り
扱
い
が
小
さ
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、「
子
ど
も
を
持
っ
た
場
合
に
、
住
む
と
こ
ろ
が
確
保
で
き
る
の
か
」
と
い
う
独
身
者
や
夫
婦
の
懸
念
に
対
し
て
答
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

汲
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
の
「
子
ど
も
子
育
て
・
応
援
プ
ラ
ン
」
の
中
で
も
、
目
指
す
べ
き
社
会
の
姿
と
し
て
、「
住
宅
の
保
障
」
と
い
う

点
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
住
の
問
題
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
自
己
責
任
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
住
ま
い
に
関
す
る
最

終
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
形
が
不
明
確
な
ま
ま
少
子
化
対
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

二
番
目
の
「
多
様
化
す
る
子
育
て
層
」
へ
の
認
識
が
不
十
分
だ
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
「
新
し
い
少
子
化
対
策
」
の
柱
と
し
て
、

「
働
き
方
の
改
革
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
な
ど
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
少
な
く
と
も
片
方
が
フ

ル
タ
イ
ム
の
共
働
き
世
帯
が
念
頭
に
置
か
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
一
方
で
、
こ
れ
ら
メ
イ
ン
の
労
働
市
場
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
層
や
特

定
の
家
族
モ
デ
ル
に
当
て
は
ま
ら
な
い
世
帯
へ
の
対
応
は
限
定
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
の
問
題
が
あ
る
。
確
か
に
「
若
年

層
の
就
労
支
援
」
と
し
て
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
や
「
職
業
訓
練
」、「
就
労
支
援
に
む
け
た
相
談
窓
口
の
強
化
」
な
ど
が
少
子
化
対
策
の
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
を
取
り
巻
く
労
働
市
場
の
状
況
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
を
脱
し
た
若
者
は
、

そ
の
就
労
を
通
じ
て
経
済
的
に
自
立
し
、
結
婚
し
、
子
ど
も
を
持
ち
、
そ
し
て
「
住
宅
」
所
有
は
可
能
な
の
か
、
フ
リ
ー
タ
ー
同
士
が
結
婚
し
た
場

合
は
ど
う
か
、
と
い
っ
た
点
が
問
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
、「
労
働
市
場
参
加
」
や
「
常
用
雇
用
化
」
が
進
展
し
た
と
し
て
も
、「
生
活
で
き
る
だ
け

の
収
入
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
」
を
問
わ
な
い
「
就
労
支
援
策
」
の
実
効
性
に
は
疑
問
符
を
つ
け
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
も
そ
も
、
非
正
規
雇
用
が
拡

大
す
る
雇
用
環
境
が
な
ぜ
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
賃
金
の
水
準
は
ど
う
な
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
正
面
か
ら
検
討
し
対
策
を
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
若
年
層
の
収
入
の
水
準
は
、
将
来
の
住
宅
市
場
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
、
と
い
う
。

（
4
）
（
出
所
）「
地
方
へ
の
移
住
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
、
自
治
体
の
移
住
支
援
制
度
ま
と
め
」〈https://clip.zaigenkakuho.com

/iju_shien_zenkoku/

〉

（
5
）
社
会
保
障
の
一
環
と
し
て
支
援

な
お
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
住
宅
政
策
を
社
会
保
障
に
広
義
の
意
味
で
入
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
わ
が
国
で
は
社
会
保
障
の
対
象
を
、
広
義
で
は

捉
え
ず
狭
義
で
捉
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
住
宅
の
保
障
を
社
会
保
障
に
含
む
重
要
項
目
と
は
し
て
い
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
広
義
で
社
会
保
障
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を
捉
え
て
お
り
、
住
宅
を
も
保
障
し
て
い
る
。
低
所
得
者
層
な
ら
び
に
無
職
や
失
業
者
に
も
厚
く
保
障
さ
れ
て
い
る
。

増
井
（
二
〇
一
六
）
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
住
宅
政
策
を
比
較
す
る
と
、
ま
ず
、
住
宅
政
策
は
住
宅
政
策
物
件
そ
の
も
の
の
提
供

（
住
宅
給
付
）
と
住
宅
手
当
（
家
賃
補
助
）
に
分
か
れ
る
。
後
者
の
住
宅
手
当
は
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る
（
所
得
制
限
あ
り
）。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
所
得
が
少
な
く
住
居
費
が
多
い
ほ
ど
、
世
帯
の
人
数
が
多
い
ほ
ど
、
支
給
額
が
大
き
い
。
ド
イ
ツ
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
住
宅

手
当
と
別
建
て
で
前
者
の
住
宅
給
付
を
提
供
し
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
、
所
得
、
家
賃
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
額
が
給
付
さ
れ
、
住
宅
給
付
・
家
賃

補
助
と
も
に
対
象
者
が
大
き
く
限
定
さ
れ
て
い
る
。

世
帯
の
対
象
人
数
、
住
宅
給
付
の
比
較
か
ら
、
住
宅
政
策
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
少
子
化
対
策
に
役
立
っ
て
い
る
も
の
の
わ
が
国
で
は
必
ず
し
も
効

果
的
で
な
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
件
に
関
し
て
研
究
す
る
余
地
が
あ
る
。


